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研究成果の概要（和文）：日本のITベンダーのソフトウェア構築能力（資源ベース論と統計的方法等により、アウトプ
ット力、プロジェクト管理力、品質管理力、プロセス改善力、開発技術力、人材育成力、顧客接点力の７因子から構成
）を測定した研究成果に基づき、実証研究とシミュレーション等を用いて、ソフトウェア構築能力と競争環境・経営パ
フォーマンスの経年構造を解明し、日本のソフトウェア産業の国際技術戦略を設計する指針を示した。

研究成果の概要（英文）：The design guide of global technology strategy in software engineering industry 
in Japan was considered through empirical methods and simulations based on the social survey on software 
engineering capabilities of Japanese software vendors, which consist of deliverables, project management, 
quality assurance, process improvement, research and development, human resource management, and customer 
contact.

研究分野： 経営情報学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
日本の IT ベンダーは、ユーザー企業の要求水
準の高度化、日進月歩の技術革新への対応、
中国・インド等の新規参入者との競争・協調
等の経営課題を抱えている。しかし、ソフト
ウェア技術戦略を構想するための実証研究
やシミュレーションは限定的に行われてき
た。 
 
２．研究の目的 
経済産業省/情報処理推進機構（METI/IPA）
と共同実施した SE 度調査（SE はソフトウェ
ア・エンジニアリングを表す）に依り、日本
の IT ベンダーのソフトウェア構築能力（以下、
SE 度：資源ベース論と因子分析等により、ア
ウトプット力、プロジェクト管理力、品質管
理力、プロセス改善力、開発技術力、人材育
成力、顧客接点力の７因子から構成）を測定
したこれまでの研究成果に基づいて、SE 度と
競争環境・経営パフォーマンスの経年構造の
解明を行い、日本のソフトウェア産業の国際
技術戦略を設計する指針を示す。 
 
３．研究の方法 
経営学における競争戦略論、資源ベース論、
社会調査、イシューアナリシス等を用い、方
法論としては統計的方法（因子分析、主成分
分析、パス分析、共分散構造分析、パネル分
析等）とエージェント・ベース・シミュレー
ション等を用いた。 
 
４．研究成果 
図 書 Management of Software Engineering 
Innovation in Japan (Kadono, 2015, 
http://www.springer.com/jp/book/9784431556114  ) 
に本研究の成果を総括した。本書は以下の８
章から成る。 
第１章 イントロダクション：日本のソフト
ウェア・エンジニアリングのイノベーション
について（Chapter 1.Introduction to Software 
Engineering Innovation in Japan） 
先ず上記の 1.研究当初の問題意識に遡り、日
本の情報サービス産業、イノベーション、研
究方法の視点から先行研究のサーベイを行
った。次に上記２．の研究目的を設定し、関
連研究を含む各章の概要について紹介した。
各節の内容は以下の通りである。 
1.Motivation, 2. Literature Review (2.1 
Information Service Industry in Japan, 2.2 
Innovation in Software Industry, 2.3 Research 
Approach), 3. Research Objectives, 4. Overview 
of the Book.  
第２章 SE 度調査の概要：日本の IT ベンダー
のソフトウェア構築能力に関する社会調査
（Chapter 2. Surveys on Software Engineering 
Excellence） 
第３章の統計分析の前提となるSE度調査（経
済産業省/情報処理推進機構（METI/IPA）と
の共同実施）の概要を紹介した。先ず先行研
究に基づいて構造モデルとリサーチ・クエス

チョンを設定し、測定モデルを構成した。次
に SE度調査の実施概要と SE度の計測結果を
示し、SE 度や経営環境に関する主要な調査・
分析の結果を示した。各節の内容は以下の通
りである。 
1.Structural Model and Research Question, 2. 
Measurement Model and Literature Review, 3. 
Software Engineering Excellence (SEE) Surveys 
(3.1 Conduct of the SEE Surveys, 3.2 Calculation 
Results of SEE), 4. Key Findings of SEE Surveys 
(4.1 Responses to SEE Questionnaires , 4.2 
Responses to Business Environment 
Questionnaires, 4.3 Implications from SEE 
Analyses). 
第３章 SE 度調査に関する統計分析結果と実
践的意味合い（Chapter 3. Statistical Analysis 
Results and Practical Implications of the SEE 
Surveys） 
先ず SE 度を構成するアウトプット力、プロ
ジェクト管理力、品質管理力、プロセス改善
力、開発技術力、人材育成力、顧客接点力を
用いた構造仮説に基づいたベースモデルを
設定し、全体構造のパス分析を行った。次に
ベンダータイプ（メーカー系・ユーザー系、
独立系）による差異分析、SE 度と経営パフォ
ーマンスの長期的な関係性についてのパネ
ル分析、ビジネス環境が SE 度と経営パフォ
ーマンスに及ぼす影響に関する分析等を行
った。一連の分析結果から、SE 度の改善が長
期的な視点から見て経営パフォーマンスの
向上に繋がること等が示唆された。最後に規
模の経済、組織の慣性等、日本のソフトウェ
ア・エンジニアリングを取り巻く環境に関す
る実践的意味合いや課題について示した。各
節の内容は以下の通りである。 
1.Base Model and Cross-Section Analysis 
Results, 2. Differences by Vendor Type, 3. Panel 
Analysis Results of Software Engineering 
Capabilities, 4. Results of Aggregation Analysis 
of Software Engineering Capabilities, 5. 
Long-term Relationships among Software 
Engineering Capabilities and Business 
Performance (5.1 Long-term Relationships 
between SEE and Profitability, 5.2 Long-term 
Relationships among SEE factors and Business 
Performance, 6. Effects of Business Environment 
on Software Engineering Capabilities and 
Business Performance, 7. Lessons Learned from 
the Analysis Results. 
第４章 競争環境と資源ベース論からみた日
本のソフトウェアベンダーの特徴に関する
研究（Chapter 4. A Study of the Characteristics of 
Software Vendors in Japan from a Competitive 
Environment and Resource-Based Viewpoint） 
SE 度調査から日本のベンダータイプ（メーカ
ー系・ユーザー系、独立系）別の特性につい
てファイブ・フォーシーズや資源ベース論に
基づいて分析した。分析の結果、メーカー系
は研究開発を梃にビジネスを拡大し、ユーザ
ー系は親会社のソフトウェア開発を通じて



模倣困難なノウハウを蓄積している状況が
示された。一方、独立系は主に人材派遣に依
存しておりソフトウェア構築能力を蓄積す
ることが難しい実態が浮かび上がった。各節
の内容は以下の通りである。 
1.Introduction, 2. Research Method, 3. Surveys 
of the Software Industry in Japan, 4. Analysis, 
Results, and Discussion, 5. Conclusions and 
Future Work. 
第５章 日本企業の IT 経営度に関する実証研
究（Chapter 5. IT Management Effectiveness: An 
Empirical Study in Japanese Companies） 
第６章の関連研究として、先行研究のレビュ
ーを補足した上で、ソフトウェアを利活用す
るユーザー企業に関する IT 経営度調査の概
要と分析結果について紹介した。構造モデル、
測定モデル、IT 経営度の定義と特性を示し、
経営トップの意識と行動から情報化のプロ
セスを経てビジネス価値を創造する因果構
造を提示した。各節の内容は以下の通りであ
る。 
1.Introduction, 2. Research Methods (2.1 
Structural Model and Hypothesis, 2.2 Outline of 
the Measurement Model, 2.3 Outline of the 
Survey), 3. Deviation of Primary Indicators and 
Confirmation of Structural Model (3.1 Process of 
Measurement Indicators, 3.2 Results of 
Hypotheses Testing for the Structural Model, 3.3 
Conclusions of the Analyses), 4. Deviation of 
Overall Performance Measures, 5. Conclusions 
and Future Work. 
第６章 IT 経営に関する社会調査のサービス
科学への展開（Chapter 6. Social Research on IT 
management Innovation toward Service Science 
and Science for Society） 
SE 度調査（第２章、第３章）と IT 経営度調
査（第５章）の成果に基づき、サービス科学
の枠組みを踏まえて、IT 経営に関する新たな
社会調査スキームを提案した。各節の内容は
以下の通りである。 
1.Introduction, 2. Design of Social Research 
Scheme for IT Management, 3. Methods, 4. 
Benefits from the New Social Research Scheme, 
5. Conclusions and Future Work. 
第７章 エージェント・ベース・モデルを用
いた日本のソフトウェアの産業構造に関す
る考察：中国オフショアリングの影響につい
ての予備的考察（Chapter 7. Agent-Based 
Modeling of the Software Industry Structure in 
Japan: Preliminary Consideration of the 
Influence of Offshoring in China） 
第８章の関連研究として、SE 度調査を通して
得たソフトウェア産業のプレイヤーに関す
る情報・知見に基づき、中国オフショアリン
グの新たなプレイヤーが台頭する状況につ
いて、価格とコミュニケーションのトレード
オフを軸にエージェント・ベース・モデルを
用いてシミュレーションした結果を紹介し
た。各節の内容は以下の通りである。 
1.Introduction, 2. Objectives and Method, 3. 

Simulation Model (3.1 Agents and Parameters, 
3.2 Algorithm, 3.3 Simulation Conditions and 
Parameters), 4. Results, 5. Conclusions and 
Discussion 
第８章 エピローグ：ハイブリッド・メソッ
ドによる日本のソフトウェア産業の将来シ
ナリオに関する考察（Chapter 8. Hybrid 
Methods to Predict Scenarios in the Japanese 
Software Industry） 
日本のソフトウェア産業に関する前章まで
の研究成果に基づいて、社会調査（第２章）・
統計分析（第３章、第４章）・シミュレーシ
ョン（第７章）を連結し、産業構造の将来像
を予測することにより国際技術戦略の設計
を支援する、新たな分析スキームについて提
案した。各節の内容は以下の通りである。 
1. Introduction, 2. Large-Scale Fact-Finding 
Surveys on Software Engineering Capabilities in 
Japan, 3. Results of Statistical Analyses of 
Relationship between Software Engineering 
Capabilities and Business Performance, 4. New 
Research Framework to Predict Future Scenarios, 
5. Conclusions and Future Work. 
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